
平成31年2月20日に八潮メセナで、「はばたき2018」小中一貫教育合同報告会を開催しました。これは、本市で

行っている小中一貫教育の取り組みを市民の皆さんに知っていただくため、毎年この時期に開催しているものです。

報告会の一部を紹介します

はぱたき2018合同報告会

「八潮こども防災マイスター育成プロ

ジエクト」(平成30年9月15日に実施)

に参加した八

條北小学校の大津拓輝さん

が、参加した児童生徒を代

表し、講習の模様や防災マ

イスターとしての活動につ

いて報告しました。

防災マイスターは、市が

包括協定を結んでいる国士

舘大学と連携し、防災の知一■^

識や救急救命の重要性につ

いて早期の段階で学ぶこと

を目的としています。講習

を修了した児童生徒は市独

自の資格として「八潮こど

も防災マイスター」に認定され、自校において防災

の推進役となります。また '

自治会等の防災訓練に主体的

に参加することで、身に付け ■●昇

A島畠七● .゛●亀

■冒冒゛冨●

た知識や技能の普及に努めま 、、:

す。
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報告の中で大津さんは、「将 A瓢Zど告

阿冥マイス,

来は消防士になりたい」とい

う夢を語ってくれました

八潮こども防災マイスター報告
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4年目を迎えた秋田県小学力が 1ヒミツ侍

坂町への派遣研修は、今ではとこに両るのか

自分の成長を実できる授鱗 小坂町の教員が本市を訪れ、

授業を行つたり参観したり

するなど、互いの良さを学ぴ

あう研修へと発展しています

平成30年度に派遣した6人の教員を代表して、中

川小学校の秋山干幸教諭に、小坂町の小中一貫教育

や学ぴの環境、教師の授業力等について報告してい

ただきました
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学習指導要領に新たに盛り込まれた「プログラミン

グ教育」は、論理的な思考力を育てることをねらいと

しています。八潮市も平成30年度に、市内小中学校に

タブレットを導入しました。自らプログラムを入力し、

目的への手順を考えることにより、プログラミング的

思考を育成する授業が始まっています。

また、小学5・ 6年生の「外国語」の教科化や3・ 4

年生で「外国語活動」が始まることから小学校に語学

指導補助員を配置しています

指導の.

平成31年3月八潮市教育委員会

ふるさと科

ふるさと科は八潮市独自
の取組です
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指導のポイント

昨年1月に、中川小学校で小坂小学校教員と中川

小学校教員による協働授業が行われました。合同報

告会では、保護者代表として教育委員でもある木下

文江さんと大瀬小学校山口朋幸主幹教諭の二人から、

授業を参観した感想が発表

されました二人の掛け合

いによるテンボの良い発表

は大変わかりやすく、その

時の教室の熱気や授業の様

子が伝わってきました

■ふるさと科とは

小学校3年生から中学校

3年生までの発達段階に応

じ、人とのふれあいを通し

て、私たちのふるさと「ハ

潮」について学ぴます

▲ハ潮市総合防災訓練に参加
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ふるさと科で、大瀬小学校の6年生

がインターネットを駆使し、八潮市の

伝統や魅力、将来の姿について考え、

提案書としてまとめました。平成31

年3月20日には、この提案を市の取

組に少しでも反映してもらいたいと、

教育長や市議

会議員の皆さ

んが集まる中、

代表者3名が

将来の八潮市

について提言

しました

今の子どもたちが生きるこれからの時代。

グローバル化や情報化、少子高齢化など、社会は急激に変化しており、様々な課題に対応

する力が求められています。このような時代を生き抜くために、子どもたちはどのような力

をつけていかなけれぱならないのでしょうか。

子どもたちの未来を彩る小中貫教育
~学び小次の

^

ー、ヘ

埼玉県八潮市中央一丁目2番地5 電話048-996-2111(内線398)

ニハ潮市教育委員会学校教育部小中一貫教育推進室

これからの時代を

生きる子どもたちへ

新しい学ぴがスタートします。

どの提案も現状と課題が整理され、

「どうしたら八潮市が魅力的なまち

になるのか」、未来を見据え、しっか

りと考えられていました

「ハ潮市の政治、,
取り組みに関し

て」(提 1)

小学校では平成32年度(2020年度)、中学校

では平成33年度(2021年度)から新しい学習

指導要領による教育が始まります

道徳は「特別の教科」となり、小学校では外国

語教育の教科化やプログラミング
新教育が'入されます

'「八潮にフォトジエニック
スポットを作る」(捉 3)

今回の改定は、新しい時代に

必要とされる資質、能力(「何ができるように

なるか」)の育成が求められ、「何を学ぶか」、

「どのように学ぶか」ということが重視されま

した。

八潮市では新学習指導要領が示す「主体的・対話的で

深い学ぴ」を実現する為に、平成28年度から「八潮スタ

ンダード」(目指すべき授業展開を示したモデル)を活用

した授業改善を図っています。

社会が多様化する中、日々の授業が、「児童生徒にとっ

て魅力あるものになっているのか』、「児童生徒が主体的

に活動しているかどうか」、そして、「子どもたちが自ら

考え、友達の考えの良さに気づき、友達とともに解決に

ハスタンダード
(学習の流れ)

畢

レ学ぴに向かう力

レ人問性の溜養

レ生きて働く知識・技能の習得

レ未知の状況に対応できる思考力・判断力・

表現力の育成等々

゛「今のハ潮市
の問題~ぽい
捨てを無くす
ためには~」
(捉 2)

指湯のポイノ

向け努力している

か」という視点に

たち、教師主導型

の説明中心の授業

から変わる必要が

あります。

平成31年度も、

「9年間の授業の

つながり」にとこ

とんこだわり、ハ

潮スタンダードを

活用しながら、児

童生徒の能力を引

き出し、伸ばして

いきます

子どもたちの持てる知識を活用し、人生や

未来を切り拓く力を育てます。

「学習指心要領」とは、全国とこの学杖ても

一定の教育水凖か保てるよっ、文部科学省か

定めている教育課程(力Jキユラム)の基凖

てすおよそ10年に一度、改訂しています
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指導のポイント
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■小中一貫教育の導入から10年目
平成18年度に小中一貫教育の手法を導入してから10年
目を迎えました

平成27年度

小中一貫教育に関する
アンケートの実施
小中一貫教育の取組につ
いて、児童生徒・保護者・
教職員の意識や実態を把握
し、一層の充実を図るため、
アンケートを実施しました。

秋田県小坂町派迅研修事業の開始
全国学力・学習状況調査

平成30年度までに、市内で上位に位置する秋田県小
19名の教が参加していま坂町立小坂小・中学校(施
す現在、本市の授業で活用

設一体校)へ教員を派遣し、
している「八潮スタンダード」

研修で学んできたことを市 は、この研修で習得したこと
内全体に広め、本市の学力 に作成しました。
向上に生かしています

推進体制

研究指定

学力向上

ハ潮市の小中一貴教背に朔待するものは
何ですか。(根数回苦)

いじめ
対攘

教職員が検討部
会の構成員となっ
て、学力・体力の向
上や豊かな心を育
む具体策について
研究を進めていま
す。

児垂生佳
交流

■小中一貫教育推進委員会各部会での検討
・けいかく部会・・・小中一賃教育アンケートの内容検討及ぴ結

果分析
・まなぴ部会・・・ー「八潮B8Si0の手弓1き」及ぴ「八潮スタン

ダード」の作成
・こころ部会・・・1八潮市みんなでいUめをなくすための条

例(通称:いじめゼロ条例)」を基にした
授業実践案の作成

・しえん部会・・・・・・「個別支援ファイル」の改善

■研究発表会(H27.11.12)
・大原中ブロック(大曽根小、大原小、大原中)

児童・生徒からの4つの提言
高学年からの教科担任制の抑入
中学生とのあいさつ運動の実施2

高学年からの部活動体験の実施3

4全中学校でのいUめ撲滅運動の実施

0%

学ぴを結ぶ

平成28年度

翻「八潮スタンタード」の試行的活用
児童生徒の思考力・応用力を高める「ハ潮スタンダード」(目
指すべき授業展開を示したモデル)を活用した授実践が始
まりました

209b

66,3

519

37.1

40鶚

■八潮市みんなでいじめを
なくすための条例(通称:
いUめゼロ条伊D を基に
した授業の実施 ,

平成27年9月に施行された
「いじめゼロ条例」を基にした .^^ '

'授業を市内全学級で行いまし ^、

た。いじめ撲滅に向けて毎年、
実施し、豊かな心の育成を目 )

業▲大原小学校での指しています
"チ

■学習塾との連携事業(通称:8ゼミ)を開始
小学校5年生を対象に、国語と算数について児童一人ひと
りのつまずきの解消を目指し、学習塾と連携して個に応じた
指導を行つています。

6096 8096

保護者
.

地域

次のステージヘ

平成29年度

保護者や地域の
方々にこ理解とこ
協力をいただきな
がら小中一貫教育
を進めています。

■「はぱたき2015」合同報告会(H28223)
小中一貫教育について、保護者や地域の方々にこ理解をい
ただくため、平成18年度から小中一貫教育合同報告会を実
施しています

■小中一教育推進委員会各部会での検討
知・徳・体のバランスのとれた児童生徒の育成を目指し、
検討部会に「まなび(体力)部会」を新設しました。
・けいかく部会・・・・・・・・・小中一教育アンケート結果の考察
・まなぴ(学力)部会・ー「八潮スタンダード」の改善
・まなび(体力)部会・一新体カテストの結果分析及ぴ課題設

定、「新体カテスト攻略ハンドブッ
ク」(教員向け)の作成
いじめゼロ条例(通称)を基{こした授こころ部会,・,
業モデル案の検討・作成

・しえん部会・・・ 「個別支援ファイル」と「登校支援個
人票」の統合に向けての検討

■研究発表会(H28.1122)
・八幡中ブロック
(八幡小、柳之宮小、八幡中)

いのちの授島

7人

5人(各中学校)・ 5人

13人(小学校]0校)
1人(小学校3校)
7人・ 6人(各小中学校)

1人(2小 1 中学校)
8人

「八潮スタンタート」の全面実施
「八潮スタンダード」を市内全校で全面
実施し、全教科・領域で活用します。スタ
ンダードを授業で活用することにより、
業改善を推進するとともに児童生徒のより
一層の学力向上を目指します。

匪教師用「新体カテスト攻略ハントフック」の活用開始
ハンドブックの活用が、市内全校で始まりました

■秋田県小坂町教職員受け入れ研修
秋田県小坂町の教職員が本市を訪れ、中川小学校において、

小坂町への派遣研修に参加

口 した中川小学校教員と「ハ
潮スタンダード」を基にし
た算数の協働授業を行いま
した

イ'",一陀"割.1誠ば'゛^
います

■「はばたき201刀合同報告会(H30.22の
研究発表会を行った八條中ブロックの八條小学校と八條北1」
学校による合同合唱と八條中学校を加えた3校の児童・生徒会
の皆さんによる「いじめ撲滅宣言」を発

..

表しました。
,、、●豊^ ■骨●
^●

はばたきブランまた、ハ條中ブロック職員3名と長年
に渡って本市の教育にこ指導いただいて
いる文教大学名教授の平澤茂氏を進行
役にお招きし、「学榔見場から見た八潮の
小中一貫教育」をテーマに座談会を開催
しました座談会では、小中一貫教育導
入後の取組内容や児童生徒、教職員の変
化、また、施設分離型での苦労や成果と
課題、今後の意気込みなどについて意見
が出ました H303月発行
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22人(各小中学校)

^

^^^1●^●●

1・
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23人(各小中学校)

■はぱたきプランの作成
毎年、保護者・地域向けにり一フレッ
トを作成・配布し、取組について周知
しています。

5人

14人

1人
5人

0人

白人

(各中学校)・ 5人

(小学校10校)
(小学校4校)

・ 6人(各小中学校)

5人(各中学校)・ 3人

(小学校10校)

(小学校3校)
・ 6人(各小中学校)

■小中一教育推進委員会各部会での検討
・けいかく部会・・・埼玉県学力・学習状況調査の効果的な分析方法

及ぴ結果の活用方法について検討
・まなぴ(学力)部会・・・ノ棚スタンダード「国語劇「算

数・数学版」の作成
,まなぴ(体力)部会・・,八潮スタンダード「体育版」

の作成
・こころ部会・ーハ潮スタンダード「道徳版」の作成
・しえん部会・ー「~はじめのいっ1ぎ~八潮スタンダーー

ド1こつなげるために」の作成

■研究指定(~H35年度)■今後の研究発表会
'未開催

「八潮スタンダード」の完全八、ブロ、'ク 2。19年度)
し、市内全小中学校15校に、,潮止中ブロツク(2020年度)
6年間の小中一教育研究指定'大原中ブロツ
(第四次)を行いました

・ハ條中ブロック(2023年度)

●少人数指導補助教員
(学力向上指導員含む)
●さわやか相談員・
スクールカウンセラー

●介助員

●理科支援員
●語学指導補助員・ALT
●学校司哲

●教育相談所関係職員

■冒

はぱたきプラン

■「はばたき2018」合同報告会(H31220)
授業改善を大きなテーマに、小中一貫教育合同報告会(裏面)
を開催しました。

■コミユニティ・スクールの開始
市内全小中学校に学校運営協議会が設圃され、コミユニティ・ス
クールが始まりました
コミユニティ・スクールとは学校運

営協議会が設置されている学校のこと「縮ととも1こ主る雜」
をいい、学校運営協議会とは保護者やみんなで逗めるコミ.ニテ'.スクール
地域の方々が委員となり、学校の運営 」{■■τ心、雫■"啄■

よ0.屠角庫゛・●甲吋冒

方針や様々な課題等を協議する機関で コ羣■=,ー・ユウール

^^●^●●A卑●^

す地域の方々の意見を学校運営に反
岬辱■0虚し奥

映させ、「地域とともにある、特色ある
学校づくり」を進めていきますH293月発行

,

目

■「はばたき2016」合同報告会(H29224)
日頃から市内小中学校において、安全なイターネット
(SNSを含む)の利用について正しい知識や力を育成す
るための授業等を行つている Y・net

.".馴畠t:玉"..

__'ー・、はきプラノ
していただきました。

...

■小中一貫教育推進委員会各部会での検討
各中学校ブロックの特色を明確にし・けいかく部会
たプレゼンテーション作成、特別の
教科道徳について協議

・まなぴ(学力)部会・ーハ潮スタンダード「理科版」の作成
・まなび(体力)部会一「新体カテスト攻略ハンドブック」(保

護者、児童・生徒向け)の作成
いじめゼロ条例(通称)を基にしたこころ部会
授業年間計画の作成

しえん部会・・・・・・ー・,「個別支援ファイル」と「登校支援
個人票」を統合した「はばたきファ
イル」の作成

■研究発表会(H29.11.17)
・八條中ブロック
U、條小、ハ條北小、八條中)

八樹制惇校と1儀中学槻員による6年生の学親舌動島

22人(各小中学校)

■各部会での作成物の効果的な活用
これまで各部会で作成した「八潮 鳥、叫^"0"●ひ■

スタンダード」や「新体カテスト攻
■^紅●献一貞●で==

'

略ハンドブック」、「はぱたきファイ
燦縞題継鬻穿g l..職、呉ル」等を活用し、小中一貫教育の「学

カ・体力の向上」と「豊かな心の育成」 ^^

を目指し、授業を通して児童生徒の
制^^●"

煤磐1丹f 鰯'、^肝献晶都禽繊1"
変容に努めます。

■不登校対策の手引き
不登校対策協議会で「不登校対策の手引き」を
作成し、各学校に配付しました。この手引きを活
用し、不登校の未然防止に努めます。

■八潮BasiCの電子化
これまで冊子として配布して
いたBaslCを電子化し、「使いた
いときに使いたい部分だけを」
授業や補充的な学習の時問に活
用できるようにします

H283月発行

5人(各中学校)・ 4人

(小学校8校)

(小字校3校)
・ 6人(各小中学校)

n

23人(各小中字校)

の亀との適融. 肯

^■●●'●

■;

7人

牲則ら凱の幽素享↓

'控険Tイン,ーネ,H二制、て暈哩ら■T-1,写→ーエ

'Y.netの研演の様子
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